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三菱ＵＦＪ銀行

三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券

モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券

に対する検査結果（事案の概要）



⑴銀証間における不適切な顧客情報の共有等
～非公開情報の提供/受領の禁止（ファイアーウォール規制違反）～

発行体 三菱UFJ銀行
三菱UFJ

ﾓﾙｶﾞﾝ･ｽﾀﾝﾚｰ証券

①売出しに関する非公開情報を伝達
（但し、三菱UFJﾓﾙｶﾞﾝ・ｽﾀﾝﾚｰ証券、
ﾓﾙｶﾞﾝ・ｽﾀﾝﾚｰMUFG証券に対する
情報提供は禁止と再三伝達）

【事案概要】

顧客が、三菱UFJ銀行に対して、三菱UFJﾓﾙｶﾞﾝ・ｽﾀﾝﾚｰ証券、ﾓﾙｶﾞﾝ･ｽﾀﾝﾚｰMUFG証券への情報提供を禁止

していたにもかかわらず、三菱UFJ銀行は三菱UFJﾓﾙｶﾞﾝ･ｽﾀﾝﾚｰ証券に情報を提供し、三菱UFJﾓﾙｶﾞﾝ･ｽﾀﾝﾚｰ

証券は三菱UFJ銀行から受領した情報をﾓﾙｶﾞﾝ･ｽﾀﾝﾚｰMUFG証券に提供した。

三菱UFJﾓﾙｶﾞﾝ･ｽﾀﾝﾚｰ証券、ﾓﾙｶﾞﾝ･ｽﾀﾝﾚｰMUFG証券は受領した情報を利用して顧客に勧誘を行った。

役員

ﾓﾙｶﾞﾝ･ｽﾀﾝﾚｰ
MUFG証券

部長級 部長級

②非公開情報を
提供/受領

③非公開情報を
社内で共有

④非公開情報を
提供/受領

【法令違反】

【法令違反】

⑤非公開情報を利用して発行体に引受契約を勧誘 【法令違反】

※②に関して、三菱UFJ銀行代表取
締役は、不適切な情報提供が行われ
ている可能性があることを認識した
ものの、部下から「黙認」が成立し
ている旨の報告を受け、違法性のあ
る行為ではなかったと誤認したため、
部下に詳細な事実関係を確認せず、
コンプライアンス部署に連絡しな
かった。

専務執行役員
代表取締役
副社長
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⑴銀証間における不適切な顧客情報の共有等
～法人関係情報の管理態勢不備（行員における投機的な利益追求取引を含む）～

【事案概要】

三菱UFJ銀行の行員は、顧客の意思に反し、不適切な法人関係情報の授受を繰り返し行っているなど、

法人関係情報を適切に管理できていない状況。一部部署では、Need to Know原則に反し、本来知る必要

のない職員に対しても法人関係情報が広く伝達されている状況。

このような管理態勢不備に起因して、行員個人の不適切取引が発生している状況。

複数の発行体 三菱ＵＦＪ銀行

・法人関係情報は業務で活用する部署に
おいて一応管理されているものの、
本来知る必要のない職員に対しても
広く伝達されている状況

行員

配偶者名義の口座で、

投機的利益の追求を目的として、

職務上知り得た法人関係

情報に基づく売買等の

不適切な取引を繰り返し行う

（売買：約5000回、約20億円）

・上場子会社を完全子
会社化する方針。時期
は株主総会後を予定

・配当金の引上げなどの
株価対策を実施する予定

・最終損益が赤字見込。
債務超過となる試算。
親会社からの資本支
援を計画

など

情報伝達

三菱UFJﾓﾙｶﾞﾝ・ｽﾀﾝﾚｰ証券
/ﾓﾙｶﾞﾝ･ｽﾀﾝﾚｰMUFG証券

不適切な
情報授受

○法人関係情報に係る不公正な取引の防止を

図るための措置を講じていない状況

【法令違反】

（法人関係情報の管理
が不適切な状況）

【法令違反】

・不公正取引により市場の公正性を害する、
顧客の重要取引を破談させる
重大なリスクが発生している状況

・社内規程に基づく法人関係情報の適切な
管理が行われていない状況

職務上で知り得た
法人関係情報を利用 ２

※モニタリングに検知されないよう
メールを避け、電話を利用して
情報共有している事例が発生して
いる状況

※

（注）Need to Know原則：顧客等に関する情報へのアクセス及びその利用は業務遂行上の必要性のある役職員に限定されるべきという原則
〔金融商品取引業者等向けの総合的な監督指針Ⅲ－２－４などを参照〕

【法令違反】



⑵登録金融機関による有価証券関連業の禁止①

発行体 三菱UFJ
ﾓﾙｶﾞﾝ・ｽﾀﾝﾚｰ証券

【事案概要】登録金融機関（銀行）による有価証券関連業（引受業務）は禁止されているにもかかわらず、

三菱UFJ銀行は三菱UFJﾓﾙｶﾞﾝ･ｽﾀﾝﾚｰ証券の引受幹事シェアに関する交渉を繰り返し行った。

三菱UFJ銀行

①資金調達（融資）を
計画。三菱UFJ銀行
に融資要請

②資金調達（債券発行）
を計画

③債券発行を提案

④三菱UFJﾓﾙｶﾞﾝ・ｽﾀﾝﾚｰ証券の提案が他証券会社に劣後していること
を把握。「三菱UFJﾓﾙｶﾞﾝ・ｽﾀﾝﾚｰ証券の引受シェアが全くないと厳
しい。三菱UFJﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟとしてお願いしたい」と繰り返し要請

⑥債券の引受シェアに関して再度交渉。当該交渉に際して、
ほぼ同時に進んでいた融資案件と併せて交渉

※三菱UFJﾓﾙｶﾞﾝ・ｽﾀﾝﾚｰ証券の債券引受シェアを０％から20％に
するよう交渉。
一方で、従来提示していた融資条件から融資金利の引下げ、
担保免除、弁護士費用を免除など、融資条件の緩和が行われた

⑤「債券の引受幹事は他証券会社の単独にする」旨を伝達

【法令違反】

【法令違反】

行員

部長

交渉予定、交渉結果を
随時報告

代表取締役

⑧銀行が複数回にわたり
引受幹事起用を要請し
た結果、案件獲得に結
びついた旨を報告

部
長

部
長

⑦（債券の引受シェア獲得について）
三菱UFJ銀行による引受交渉による
ものである旨の連絡
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⑵登録金融機関による有価証券関連業の禁止②

発行体

【事案概要】登録金融機関（銀行）による有価証券関連業（引受業務）は禁止されているにもかかわらず、

三菱UFJ銀行は、所定の契約条件の融資を行う場合の最低条件として、三菱UFJﾓﾙｶﾞﾝ･ｽﾀﾝﾚｰ

証券の引受シェアを引き上げて欲しい旨の抱き合わせ勧誘を行った。

① 期間10年の融資を要望

【法令違反】

４

営業部

関連部署

関連部署

連携

連携

三菱UFJ銀行

②期間10年で融資

する取組意義は

「証券取引の拡大」

である旨の議論

③期間10年の融資をする条件として三菱UFJﾓﾙｶﾞﾝ・ｽﾀﾝﾚｰ証券
の引受シェア を引き上げて欲しい旨の抱き合わせ勧誘

④三菱UFJﾓﾙｶﾞﾝ・ｽﾀﾝﾚｰ証券の引受シェアを引き上げなかった
場合、今後の融資に影響が生じるのではないかと危惧している
旨の懸念を伝達

⑤三菱UFJﾓﾙｶﾞﾝ・ｽﾀﾝﾚｰ証券の引受シェアの引き上げがない
場合、貸出金額は変更しないが、貸出期間については短縮
する意向である旨を伝達

・資金調達（融資）を
計画。三菱UFJ銀行
に融資要請。
10年超の借入期間
が望ましい

・資金調達（投資証券
発行）を計画


